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中
小
工
業
統
制
組
織
的
金
融
問
題

回

杉

麓

「
中
小
工
業
白
部
持
育
成
」
に
と
っ
て
は
中
小
工
業
の
金
融
組
織
の
整
備
改
善
が
一
の
重
要
在
る
手
段
で
あ
る
け
れ

E
も
、
今
日
の

経
済
統
制
、
殊
に
生
産
統
制
及
び
金
融
統
制
白
第
一
目
標
は
中
小
工
業
に
は
な
い
。
夏
め
て
い
ふ
迄
も
た
〈
、
今
日
の
経
済
統
制
の

窮
極
白
日
様
は
岡
防
凶
家
の
建
設
に
あ
り
、
何
よ
り
も
戦
時
経
済
を
園
南
に
運
営
し
、
重
一
要
資
材
の
供
給
を
確
保
ぜ
ん
と
す
る
も
の

で
、
中
小
工
業
が
そ
の
中
医
沿
い
て
占
め
る
地
位
は
決
し
て
大
な
り
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
け
れ

E
も
一
方
で
は
生
産
力
不
足
の
際
、

中
小
工
業
白
生
産
力
を
も
軍
需
生
産
白
た
め
に
動
員
し
、
剛
氏
絞
済
の
再
編
成
主
行
ム
ム
」
と
も
に
、
他
方
岡
口
氏
の
巾
竪
居
た
る
中
小

工
業
者
に
生
活
の
不
安
を
輿
へ
ざ
る
た
め
に
と
そ
、
彼
等
の
紺
持
育
成
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
換
一
一
目
す
れ
ば
中
小
工
業
は
他

の
生
産
部
門
白
橡
備
軍
と
し
て
、
或
は
犠
牲
者
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
政
策
の
劉
象
と
在
る
べ
き
で
あ
り
、
又
現
に
な
っ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
己
白
場
合
と
ら
れ
る
各
種
の
統
制
は
必
干
し
も
中
小
工
業
、
の
生
産
活
動
を
積
倒
的
に
促
進
す
る
も
の
で
は
な
〈
し

て
、
逆
に
統
制
か
ら
来
る
多
く
の
摩
榛
困
難
を
中
小
工
業
政
策
を
以
て
救
消
せ
ん
と
す
る
如
雪
色
彩
が
狙
い
。
ま
た
金
融
統
制
心
側

か
ら
見
て

4
事
態
は
具
ら
な
い
n

戦
時
金
融
統
制
は
、
第
一
に
公
債
消
化
、
第
二
に
生
産
力
瞭
芳
賀
余
白
供
給
を
目
的
と
す
る
が
故

に
、
損
充
資
金
の
供
給
も
岡
防
同
家
建
設
に
必
要
な
る
右
両
に
の
み
興
へ
ら
れ
ざ
る
を
得
十
、
精
々
上
記
の
加
費
両
編
成
文
は
保
護

育
成
。
針
象
と
な
る
場
合
に
、
限
ら
れ
た
科
度
の
一
金
融
的
援
助
が
興
へ
ら
れ
る
こ
止
、
在
る
。

中
小
工
業
統
制
組
織
白
金
融
問
題

第
四
世

六

第
五
十
四
巻

u~r 
~ 
ノ、

項。閣議決定「牌碑新抽制確立要綱」の



中
小
工
業
統
制
組
織
的
金
融
問
題

静
五
十
回
巻

四
アミ

第
四
競

六
四

戦
時
経
済
統
制
の
本
質
に
し
て
か
く
の
如
く
で
あ
る
た
ら
ば
、
中
小
工
業
は
統
制
に
よ
っ
て
好
影
響
を
受
け
る
よ
り
も
む
し
ろ
悶

難
に
芭
両
す
る
己
と
が
多
い
の
は
営
然
で
あ
る
。
現
に
各
種
原
材
料
の
配
給
統
制
に
よ
っ
て
中
小
工
業
者
は
特
庭
菜
の
徐
儀
な
き
に

セ
旬
、
能
ム
限
旬
軍
需
工
場
へ
白
一
時
換
が
要
清
さ
れ
た
。
叉
配
給
統
制
が
商
人
排
除
傾
向
を
強
め
問
犀
の
波
落
と
い
ふ
現
象
を
惹
起

じ
、
こ
の
た
め
従
来
彼
等
に
依
存
す
る
こ
と
少
か
ら
ざ
り
し
中
小
工
業
者
は
多
少
白
打
撃
を
ろ
け
た
。

間
足
の
没
落
に
伴
ふ
中
小
玉
業
金
融
の
問
題
に
つ
い
て
は
嘗
て
論
じ
た
己
と
が
あ
る
が
d

た
ほ
醜
業
問
題
・
配
給
統
制
等
に
闘
し

て
も
統
制
組
織
と
し
て
の
工
業
組
合
の
活
動
は
徒
三
車
レ
ヘ
化
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
己
6
h

忙
は
統
制
組
織
の
活
動
若
く
は
運
待
の

た
め
の
金
融
問
題
を
と
り
上
げ
、
主
と
し
て
工
業
組
合
の
運
用
資
金
に
つ
き
述
べ
、
工
業
組
合
・
商
業
組
合
等
白
資
金
源
泉
を
た
す

商
E
組
合
中
央
金
庫
D
近
況
に
つ
い
て
は
他
の
機
舎
に
分
析
を
加
へ
た
い
。

支
那
事
費
勃
設
以
来
、
鍛
鋼
そ
の
他
の
使
用
統
制
(
銅
製
品
並
に
銑
蝿
鋳
物
の
製
造
制
限
、
銅
・
皮
革
-

f

ム
等
の
使
用
制
限
な
E
)
及
び
各

樋
資
材
白
配
給
統
制
の
結
果
、
皆
業
白
舵
持
困
難
と
な
り
、
相
開
業
を
必
要
と
す
る
中
小
工
業
者
心
多
数
生
じ
て
来
た
に
針
し
で
、
政

仰
の
陣
業
指
導
方
針
は
こ
れ
ら
を
原
則
と
し
て
集
国
的
に
陣
業
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。
即
ち
こ
れ
ら
工
業
者
を
し
て
工
業
組

合
(
若
〈
は
E
業
小
組
合
・
有
限
曾
止
)
を
組
織
せ
し
め
、
こ
れ
に
卦
し
て
指
導
機
闘
を
し
で
指
導
を
行
は
し
め
る
こ
と
、
し
た
。
し
か
も

持
業
に
際
し
で
は
従
来
の
侍
業
主
一
限
措
棄
し
て
新
し
き
設
備
と
資
金
と
を
要
す
る
こ
と
は
勿
論
な
が
ら
、
原
材
料
の
配
給
最
も
豊

宮
た
る
軍
需
工
業
方
面
に
て
は
生
産
技
術
仁
の
要
求
高
き
た
め
、
個
々
の
業
者
に
無
統
制
に
設
備
を
設
け
さ
せ
る
の
は
か
L

る
要
求

に
副
ム
所
以
で
も
芯
く
、
資
材
不
足
の
折
柄
穏
々
の
問
題
を
起
す
こ
と
L
A

在
る
か
ら
、
共
同
作
業
場
に
必
要
友
る
機
椛
設
備
を
友
す

と
と
も
に
、
と
L

に
技
術
的
指
導
を
加
へ
る
こ
と
が
至
常
と
さ
れ
る
。

己
の
共
同
作
業
揚
の
主
躍
と
し
て
工
業
組
合
(
若
〈
は
工
業

体5'管第3超級)。粧制粗棋と問庫金融(髄情論議拙稿2) 



小
組
合
・
有
限
曾
枇
)
は
統
制
組
純
た
畠
意
義
を
更
に
増
+
ヘ
ナ
る
忙
至
り
、

同
時
に
作
業
場
設
備
の
た
め
の
資
令
調
建
に
も
首
ら
ね
ば

な
ら
左
い
事
と
左
う
た
。

ま
た
各
種
一
白
工
業
に
於
て
見
る
加
く
、
統
制
む
た
め
原
材
料
・
製
品
若
〈
は
滞
貨
等
を
統
制
組
織
を
し
て
一
日
一
買
取
ら
し
め
、
配

給
・
共
同
販
貰
又
は
輪
出
せ
し
め
る
場
合
が
多
〈
在
っ
た
。
乙
h

に
工
業
組
合
と
別
個
に
統
制
舎
祉
を
設
立
す
る
場
合
に
も
統
制
曾

枇
は
工
業
組
合
又
は
そ
の
聯
合
舎
の
別
働
隊
で
あ
り
、
工
業
組
合
が
そ
む
た
め
資
金
を
調
達
し
友
付
れ
ば
友
ら
ね
。
メ
リ
ヤ
ス
工
業

ゴ
ム
工
業
そ
の
他
に
沿
い
て
か
a
h

呂
例
を
見
る
。

更
に
嘗
て
述
べ
た
る
如
〈
、
統
制
白
強
化
と
と
も
に
、
従
来
多
く
む
資
金
を
中
小
工
業
者
に
供
給
し
て
ゐ
た
問
屋
白
夜
落
に
遭
っ

て
工
業
者
は
今
後
の
資
金
を
他
の
方
閣
か
ら
仰
が
ね
ば
左
ら
ね
。

殊
に
昭
和
十
五
年
七
月
七
H
D
「
者
修
品
等
製
議
制
限
規
則
」

(
所
調
七
・
七
禁
令
)
む
し
貫
胞
さ
れ
た
場
合
の
加
堂
急
激
た
る
費
動
に
際
し
て
は
、
問
屋
及
び
工
業
者
の
打
撃
大
雪
〈
、
工
業
組
合
の
金

融
的
活
動
が
前
景
に
浮
び
出
で
、
組
合
員
に
劃
す
る
資
金
の
供
給
に
蛍
ら
ね
ば
た
ち
由
。

か
〈
て
統
制
組
織
と
し
て
工
業
組
合
平
の
他
白
組
織
の
活
動
が
要
請
さ
れ
る
に
件
ひ
、
統
制
組
織
の
資
金
需
要
犬
と
左
り
、
そ
の

金
融
問
題
が
愈
々
貰
大
化
し
て
来
た
白
で
あ
る
。
殊
に
統
制
が
中
小
工
業
は
い
ム
に
及
ば
中
、
大
工
業
に
至
る
ま
で
工
業
組
合
白
組

織
を
利
用
す
る
と
と
多
く
、
工
業
組
合
に
劃
す
る
金
融
は
毎
々
大
昔
た
意
義
を
も
っ
傾
向
が
あ
る
。
た
ピ
大
工
業
に
於
て
は
従
来
と

も
銀
行
・
信
託
曾
枇
白
如
き
一
般
金
融
機
関
ム
一
の
取
引
多
〈
、
統
制
組
織
と

L
て
工
業
組
合
白
形
を
と
る
揚
合
と
い
へ
ど
も
、
そ
の

金
融
は
大
在
る
問
題
で
た
く
、
従
っ
て

E
L
に
も
主
と
し
て
中
小
工
業
に
長
け
る
組
合
白
金
融
問
題
に
限
っ
て
扱
ふ
己
と
i
h

す
る
。

工
業
組
合
、
そ
の
他
白
統
制
組
織
白
金
融
問
題
に
つ
き
使
宜
上
、
柑
押
業
白
た
め
の
共
同
設
備
資
金
と
、
各
種
統
制
舎
祉
の
経
替
資

金
並

ι工
業
者
に
謝
す
る
金
融
の
た
め
の
資
金
(
所
間
輔
貸
資
金
)
止
に
分
ち
描
ベ
る
。

中
小
工
業
統
制
組
織
の
金
融
問
題

第
五
干
二
巻

四
六

第
同
捜

六
五



中
小
工
業
統
制
組
織
の
金
融
問
題

第
五
十
二
巻

凶
六
回

第
凶
競

先
づ
耐
材
業
資
金
に
つ
い

τ見
る
に
、
と
h

で
は
金
融
の
問
題
の
ほ
か
に
閥
家
に
よ
る
資
金
の
補
給
、
印
ち
闘
庫
補
助
が
あ
る
と
と

を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
由
。
政
府
白
韓
業
指
導
方
針
が
共
同
作
業
揚
主
義
を
と
り
、
之
に
柿
助
金
を
奥
へ
る
理
由
は
突
の
諸
賄
に
あ
る

で
あ
ら
う
。
第
一
に
規
格
厳
重
な
る
機
械
器
具
製
品
主
主
と
す
る
限
り
、
生
産
設
備
並
に
生
産
技
術
の
精
出
仰
が
最
大
の
一
保
件
で
あ
る
。

そ
し
て
或
る
程
度
以
上
に
優
秀
在
る
設
備
を
備
へ
ん
た
め
に
は
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
。
た
と
ひ
今
士
で
平
和
産
葉
別
機
械
の

生
産
主
行
っ
て
来
た
工
場
で
生
産
設
備
の
大
部
分
を
軍
需
品
生
産
に
轄
用
し
得
る
場
合
で
も
、
在
ほ
或
は
よ
り
精
結
紅
、
或
は
よ
り

特
殊
た
る
数
個
D
新
機
械
設
備
主
要
す
る
己
と
多
く
、
こ
の
た
め
に
幾
何
か
白
資
金
が
必
要
で
あ
る
。
然
る
に
従
来
の
替
業
維
績
が

闘
難
と
た
っ
た
中
小
工
業
者
各
自
で
は
到
氏
モ
の
負
捲
に
楳
へ
左
い
事
が
あ
る
。
共
同
作
業
場
左
ら
ば
そ
の
困
難
を
磁
滅
す
る
で
あ

ら
う
。
ま
た
と
れ
ら
機
械
を
個
々
の
業
者
が
無
統
制
に
設
備
す
る
と
昔
は
必
中
し
も
良
質
の
も
心
を
設
備
す
る
と
は
限
ら
令
、
必
要

以
上
に
葉
被
を
招
く
で
あ
ら
う
し
、
従
っ
て
第
二
に
資
材
不
足
の
折
初
望
ま
し
く
な
く
、
第
三
に
将
来
工
業
者
へ
の
負
捨
を
軍
く
す

る
。
第
四

ι
は
か
h
v也
中
心
工
揚
に
劃
し
て
技
術
並
に
粧
品
百
上
白
指
導
を
加
へ
る
と
き
は
、
軍
需
品
生
産
に
憤
れ
な
い
業
者
に
も
比

較
的
山
容
易
に
指
導
の
殻
果
を
皐
げ
る
と
と
が
出
来
る
。
か

i

ゐ
る
理
向
か
ら
共
同
作
業
揚
中
心
主
義
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
作
業

場
の
設
備
費
が
少
く
泣
い
た
め
、
之
が
調
達
容
易
で
た
〈
、

E

L
に
政
府
の
神
業
助
成
施
設
の
一
と
し
て
共
同
作
業
揚
に
劃
す
る
闘

庫
補
助
が
輿
へ
ら
れ
る
と
と
h
た
り
、
叉
屡
々
主
要
府
賑
・
大
都
市
よ
り
白
補
助
も
興
〈
ら
れ
た
b
け
で
あ
る
。
か
L
る
補
助
金
は

飽
く
ま
で
楠
功
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
他
方
か
ら
見
れ
ば
閣
家
に
上
る
資
金
補
給
で
あ
り
、
金
融
問
題
白
少
く
と
も
一
部
白
解
決
に

ほ
か
な
ら
由
。
返
済
主
要
し
た
い
か
ら
資
金
の
融
通
で
は
な
い
付
れ

E
も
、
補
助
の
あ
る
だ
け
金
融
を
要
す
る
額

U
減
少
す
る
筈
で

あ
る
。
後
述
の
預
金
部
に
よ
る
特
設
資
金
の
融
通
が
か
L
る
補
助
金
と
闘
聯
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
の
鮪
は
疑
ひ
そ



容
れ
た
い
と
と
ろ
で
あ
ら
う
。
弐
に
共
同
作
業
場
に
劃
す
る
凶
庫
そ
の
他
心
柿
助
宇
概
視
す
名
。

商
工
省
に
よ
る
工
業
組
合
共
同
設
備
費
補
助

工
業
組
合
が
共
同
事
業
の
一
、
と
し
て
共
同
利
則
設
備
を
設
置
し
て
組
合
員
の

維
持
改
普
に
資
せ
ん
と
す
る
に
制
し
て
は
、
既
に
H
i
く
よ
り
商
仁
符
よ
り
の
補
助
金
が
興
へ
ら
れ
で
ゐ
た
。
附
和
十
三
年
度
は
橡
雰

で
は
己
の
柿
助
金
総
制
百
八
十
七
寓
五
千
闘
で
あ
っ
た
が
、
特
染
問
題
白
緊
念
化
す
る
や
、
遁
加
し
て
と
の
矯
め
四
百
二
十
寓
闘
を

制
助
す
る
と
と
L
た
り
、
総
い
て
十
四
年
度
も
四
百
-
一
十
島
闘
の
換
算
を
以
て
補
助
を
行
っ
た
。
己
の
一
中
二
一
宵
二
十
寓
困
は
帝
国
市
工

業
に
、
百
荷
闘
は
轍
同
品
工
業
及
び
代
用
品
主
主
に
謝
し
て
興
へ
ら
れ
完
。
開
和
十
五
年
は
四
百
高
闘
。
牌
業
主
要
す
る
業
者
に
し

て
岐
に
工
業
組
合
を
組
織
せ
る
も
の
は
そ
白
組
合
に
割
し
、
又
組
織
し
て
ゐ
友
い
業
者
に
つ
い
て
は
糊
業
相
談
所
そ
の
他
の
斡
業
指

導
機
闘
を
通
じ
て
新
民
工
業
組
合
を
結
成
せ
し
め
、
そ
の
組
合
に
劃
し
て
補
助
を
興
へ
、
共
同
作
業
場
を
新
設
ま
た
は
披
荒
せ
し
め

る
。
補
助
率
は
五
割
以
内
と
す
る
。

商
工
省
に
よ
る
工
業
小
組
合
共
同
設
備
費
柿
助

上
記
の
如
吉
1
業
組
合
の
共
同
刊
業
場
を
設
置
す
る
揚
合
に
は
、
原
則
と

し
て
組
合
員
の
設
備
を
以
て
作
業
せ
し
め
、
そ
白
補
充
的
設
備
と
し
て
共
同
作
業
揚
を
構
成
す
る
己
と
、
た
っ
て
ゐ
る
が
、
中
小
工

業
者
忙
あ
っ
て
は
自
己
の
設
備
と
て
極
め
て
貧
弱
で
殆

E
取
る
に
足
り
友
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ひ
い
て
事
賓
上
共
同
作
業
揚
を
利

刷
出
来
な
い
し
、
ま
た
彼
等
の
み
で
工
業
組
合
を
結
成
す
る
と
と
も
容
易
で
な
い
か
ら
、
小
工
業
者
の
み
十
人
前
後
を
も
っ
て
工
業

小
組
合
を
組
織
し
、
彼
等
自
身
の
設
備
を
大
部
分
持
寄
り
、
之
に
必
要
注
品
設
備
を
泊
加
す
る
E
と
に
工
り
単
位
工
場
を
榊
成
す
る

塗
が
拓
か
れ
た
。
印
ち
小
組
合
心
共
同
作
業
場
は
個
々
の
工
業
者
の
工
場
主
離
れ
、
そ
れ
の
み
に
て
全
て
の
或
は
大
部
分
の
作
業
を

完
結
し
得
る
如
昔
、
所
謂
一
良
作
業
的
な
設
備
を
た
す
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。
柑
仲
業
に
際
し
て
最
も
問
題
に
在
る
の
は
か
ミ
る
零
細

J
業
者
で
あ
る
と
己
ろ
か
ら
、
商
工
併
は
と
れ
ら
小
組
合
の
共
同
設
備
費
に
封
し
て
は
附
和
十
四
年
度
よ
む
四
十
五
高
闘
の
換
算
配

中
小
工
業
統
制
組
織
の
金
融
問
題

第
任
十
二
巻

凹
六
五

第
叫
枕

フ可

~ 



中
小
工
業
統
制
組
織
の
金
融
問
題

弾
五

T

↓一審

第
凶
誠

六
人

同
六
六

以
て
柿
助
を
現
へ
る
己
と
、
し
た
。
十
五
年
度
に
は
約
百
高
閲
の
橡
算
が
之
に
あ
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
柿
助
率
は
七
割
五
分
以
内
で
あ

る。

商
工
省
及
び
道
府
燃
に
よ
る
弱
小
工
業
組
合
共
同
設
備
費
補
助

第
一
の
工
業
組
合
に
到
す
る
岡
山
県
補
助
は
共
同
作
業
場
の

設
備
費
に
封
し
て
五
割
を
限
度
と
す
る
か
ら
、
残
徐
の
五
割
徐
に
つ
い
て
は
組
合
員
の
州
資
に
よ
る
か
、
預
金
部
低
利
資
金
そ
の
他

の
借
入
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
ム
業
者
が
零
細
で
あ
り
、
組
合
の
資
力
十
分
で
友
い
と
と
ろ
で
は
、
か
t
h

る
作
業
揚
の
設

置
は
必
や
し
も
容
門
易
で
た
い
。
そ
と
で
か
L

る
弱
小
工
業
組
合
に
血
判
し
て
は
府
臓
を
し
で
共
同
作
業
場
白
場
屋
並
忙
機
械
設
備
を
設

世
せ
し
め
、
之
を
組
合
に
貸
興
す
る
己
と
‘
為
し
た
。
先
づ
地
方
臓
が
油
賞
と
認
め
る
設
備
を
在

L
、
E

L

K
零
細
工
業
者
を
集
め
て

共
同
作
業
を
た
さ
し
め
、
己
れ
ら
業
者
の
組
織
化
を
行
ふ
わ
け
で
あ
っ
て
、
己
の
揚
合
商
工
省
が
設
備
費
白
七
割
五
分
を
府
腕
に
怖

助
し
、
残
徐
の
二
割
五
分
主
附
際
が
負
推
し
て
設
備
を
行
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
業
者
は
共
同
設
備
の
た
め
の
資
金
を
全
く
必
要
と
せ

宇
、
た
む
設
備
の
貸
興
を
う
け
て
使
附
料
を
腕
ム
だ
付
と
た
る
。
弱
小
丁
一
業
組
合
共
同
設
備
費
闘
庫
補
助
は
昭
和
十
四
年
度
七
十
五

高
岡
、
十
五
年
度
五
十
寓
国
の
強
算
で
あ
る
。
但
し
十
五
年
度
は
前
羽
山
小
組
合
に
謝
す
る
補
助
と
一
括
し
て
百
五
十
寓
聞
と
計
上

さ
れ
、
凡
そ
、
の
振
首
て
は
小
組
合
百
寓
問
、
弱
小
工
業
組
合
五
十
寓
固
と
在
っ
て
居
り
、
刑
者
白
聞
に
融
通
が
出
来
る
。

1周

商
工
省
に
よ
る
有
限
曾
世
事
業
設
備
費
補
助

比
較
的
零
細
た
る
工
業
者
が
共
同
し
て
神
業
設
備
を
な
す
と
昔
、
工
業
小
組

合
を
組
織
す
る
白
は
一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
と
の
場
合
に
は
業
者
は
た
低
調
立
の
名
義
と
計
算
を
持
ち
、
結
合
の
一
章
聞
き
に
た
ほ

依
〈
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
事
業
の
種
類
と
業
者
白
構
成
に
よ
っ
て
は
軍
一
企
業
を
構
成
し
、
眼
前
棺
た
組
織
を
以
て
替
業
主
維
持
し
、

又
は
特
換
す
る
こ
と
が
有
刺
た
る
揚
合
も
あ
る
?
と
の
矯
め
に
有
限
曾
祉
に
よ
る
合
同
が
勅
奨
さ
れ
、
昭
和

l
五
年
度
に
は
そ
の
事

業
設
備
に
つ
き
五
割
を
補
助
す
る
己
と
h

し
た
同
現
物
出
資
と
す
る
設
備
に
つ
い
て
は
そ
の
改
造
・
修
給
・
移
輔

ι要
す
る
費
用
、

中小工業白集関車事業と宥陣官枇(工業闘策停3巻構8腕〉。柏原勉3) 



舎
祉
設
立
と
同
時
忙
新
に
設
置
す
る
設
備
に
つ
い
て
は
そ
の
蹄
入
・
新
築
・
整
地
の
費
用
を
も
加
へ
、
こ
れ
ら
費
用
の
五
割
ま
で
を

袖
助
す
る
の
で
あ
る
。
鼠
に
十
五
年
末
ま
で
に
有
限
合
枇
白
設
立
せ
ら
れ
た
も
の
は
弐
の
如
昔
教
に
上
り
、
中
小
商
工
業
閥
係
む
も

の
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
も
(
第
1
表
、
第
2
表
)

第 1表

業種別有限曾世教

(昭和15年末)

166 

119 

33 

10 

20 

20 

3 

10 

16 

7 

6

4

6

 9 
2
 

第 2衰

苦号本金額別有限合社世

(昭和15年末)

商業関係

工業閥悼

繊維工業

金属工業

棋械工業

化畢工業

窯業

製材木製品工業

食料品工業

其他

鏑業関係

其ノ他

合計

叫

創

刊

仙

担

出

1

2

295 

1寓圃 ttJ 

5 高固タ

10 寓 闇

15 寓 圃

30 高 園

50 高 圏

告計

ク

• • 

五 商
工
省
調
に
よ
れ
ば
、
己
の
中
事
業
設
備
費
の
補
助
申
請
あ
っ
た
も
白
は
昭
和
十
六
年
二
月
十
六
日
現
在
に
沿
い
て
二
百
で
あ
る
。

商
工
省
に
よ
る
共
同
設
備
改
造
修
繕
費
補
助

商
工
省
は
従
来
工
業
組
合
及
び
工
業
小
組
合
に
到
し
上
記
の
如
き
補
助
聖
典

へ
て
共
同
作
業
揚
を
奨
蹴
し
て
来
た
け
れ

E
も
、
資
材
並
に
機
械
の
不
足
か
ら
設
備
の
増
新
設
が
続
々
閑
難
と
な
っ
て
来
た
。
己
、

に
於
て
こ
れ
ら
組
合
の
共
同
設
備
に
し
て
改
浩
修
繕
に
よ
っ
て
使
用
可
能
な
も
の
を
極
力
利
問
せ
し
め
ん
が
矯
め
、
商
工
者
は
昭
和

y、十
五
年
度
よ
り
該
設
備
が
政
府
補
助
に
係
る
も
の
在
る
と
否
と
を
聞
は
十
、
そ
の
改
造
修
繕
陀
劉
し
て
補
助
を
興
へ
る
こ
と
、
し
た
。

道
府
蝦
・
大
都
市
に
よ
る
共
同
設
備
費
補
助

以
上
の
如
雪
商
工
省
の
補
助
K
準
じ
て
地
方
園
開
よ
り
興
へ
る
も
の
が
あ
る
。

例
へ
ば
東
京
府
は
で
業
組
合
の
共
同
設
備
費
に
謝
し
て
そ
の
一
二
分
白
二
を
限
度
と
し
て
補
助
し
、
商
工
省
の
柿
助
に
洩
れ
た
哲
の
を

救
済
し
、
或
は
共
同
作
業
場
を
技
術
的
に
も
経
皆
上
に
も
一
種
の
模
範
工
場
と
し
て
構
成
せ
ん
と
し
た
。
又
東
京
市
は
小
1
業
者
十

中
小
工
業
輯
制
組
織
白
金
融
問
題

第
五
十
二
容

問
六
七

第
四
腕

ノ、

ヌb

体4巻第z競より)。商工組合中央金庫調(商工金融
商工省振興部資表。
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5) 



申
小
工
業
師
制
組
椴
の
金
融
問
題

第
五
寸
三
巻

第
四
競

日ヰ
ー』

ノ、

/、

七
C 

人
前
後
を
以
て
共
同
受
註
閣
慌
た
る
「
工
業
合
L

を
組
織
せ
し
め
、
受
誌
を
斡
旋
す
る
と
共
に
、
昭
和
十
コ
一
年
度
は
そ
の
共
同
設
備

費
に
針

L
一
三
分
の
二
を
限
度
と
し
て
助
成
金
を
興
へ
た
。
然
し
十
四
年
度
に
は
小
組
合
制
度
の
賓
施
さ
る
、
に
仲
ひ
、
そ
の
士
パ
同
政

備
忙
同
様
な
助
成
金
を
興
へ
る
こ
と
t

為
し
た
。
昭
和
十
五
年
ぷ
に
沿
い
て
東
京
市
内
の
工
業
舎
は
約
六
十
を
算
へ
、
そ
の
う
ち
十
一

は
小
組
合
に
改
組
さ
れ
、
同
席
上
り
の
補
助
金
を
得
た
も
の
も
あ
る
。
(
ほ
か
に
最
初
よ
り
小
組
合
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
J
但
し

最
近
共
同
作
業
場
の
費
情
に
鑑
み
幼
成
金
主
中
止
す
る
に
五
っ
た
。

四

以
上
白
場
合
同
席
又
は
道
府
腕
・
大
都
市
よ
り
共
同
設
備
費
白
一
部
に
到
し
て
補
助
が
興
へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
第
三
の
場
合
を

除
い
て
、
何
れ
も
設
備
費
白
一
部
、
卸
ち
二
分
の
一
、

一γ分
白
二
或
は
四
分
の
=
一
に
止
ま
り
、
時
間
後
に
つ
い
て
は
組
合
・
小
組
合
或

は
有
限
合
枇
自
身
が
資
金
白
調
達
に
任
ぜ
ね
ば
友
ら
ね
。
組
合
員
の
出
資
に
上
る
か
、
工
業
組
合
等
自
ら
が
金
融
機
関
上
り
借
入
れ

た
け
れ
ば
た
ら
由
。
換
一
一
一
円
す
れ
ば
共
同
作
業
場
に
劃
す
る
補
助
は
開
業
に
闘
す
る
統
制
組
織
の
資
金
問
題
を
完
杢
に
解
消
し
た
も
の

で
は
友
〈
、

そ
り
一
部
を
補
給
す
る
も
白
で
あ
る
の
み
。
而
し
て
陣
業
者
白
組
織
す
る
工
業
組
合
等
に
て
業
汗
の
出
資
心
み
を
以
て

所
要
資
金
を
賄
ひ
得
る
加
者
揚
合
が
決
し
て
多
く
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
工
業
組
合
等
は
何
底
か
ら
資
金
主
借
入
れ
る
か
。
事
賞
、

脚
業
主
要
す
る
と
と
最
も
多
吉
金
属
・
機
械
工
業
白
方
刊
に
て
は
、
繊
維
工
業
に
比
し
て
、
概
ね
工
業
組
合
白
歴
史
浅
く
、
積
立
金

の
如
き
も
少
傾
に
し
て
自
ら
制
建
す
る
乙
と
は
悶
難
で
あ
っ
た
。

本
来
樽
業
に
際
し
で
は
事
J
A
Y

と
も
未
経
験
U
持
業
分
野
に
移
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
む
成
否
は
見
淫

L
難
〈
、

一
般
金
融
機
闘
む
限

よ
り
見
れ
ば
危
険
多
〈
、
工
業
者
が
彼
等
よ
り
融
通
を
得
ん
と
し
て
も
貸
付
を
欝
賭
す
る
己
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

E
i
h
k
於
て
政
府

は
頭
金
部
の
低
利
資
金
在
日
本
興
業
銀
行
・
日
本
勧
業
銀
行
・
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
を
遁
じ
て
、
特
業
者
の
た
め
に
特
忙
有
利
た

第3巻第 II量的。
東京市市政週報告書10提。
時!ijコ組骨中央金庫訓i 商工組合黄金調査(商工金融
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脇
陣
件
で
融
通
す
る
制
度
を
開
昔
、
明
和
十
一
一
一
年
木
よ
り
「
中
小
商
工
業
碍
換
資
金
」
と
併
し
二
干
高
闘
を
こ
白
た
め
に
放
出
す
る
と

と
h

し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
締
故
資
金
は
大
織
に
於
て
一
般
中
小
商
工
業
者
に
封
ず
る
預
金
部
資
金
、
印
ち
中
小
商
工
業
振
興
費
金
と
同
様
の
僚
件
と
手

績
と
を
以
て
融
通
さ
れ
る
が
、
特
に
上
記
白
岡
庫
又
は
地
方
図
醐
躍
の
補
助
と
蓮
絡
を
と
り
、
そ
の
補
助
残
献
に
つ
い
て
資
金
を
似
給

す
る
己
と
に
霊
を
置
い
て
、
漸
次
融
通
金
額
を
増
加
し
て
来
ち
総
っ
て
そ
の
融
通

E
つ
で
も
縛
業
者
個
人
が
融
通
を
う

2

場
合
は
別
と
し
て
、
持
業
者
白
組
織
す
る
工
業
組
合
が
う
け
る
場
合
は
、
「
政
府
若
く
は
地
方
公
共
圏
髄
の
補
助
を
受
付
文
は
政
府
、

地
方
公
共
圃
鶴
若
〈
は
そ
の
絞
借
し
若
く
は
指
導
監
替
す
る
防
虫
、
相
談
機
関
の
指
導
斡
旋
に
依
り
業
務
を
蹄
換
せ
ん
止
す
る
も
白
」

に
限
る
・
と
い
ム
僚
件
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
旬
。
ま
た
特
に
押
葉
の
た
め
の
融
通
で
あ
る
か
ら
、
利
率
そ
白
他
の
篠
件
も
他
の
預
金
部
資

金
、
例
へ
ば
振
興
資
金
に
比
し
一
段
と
有
利
で
あ
る
。
先
づ
(
一
)
振
興
資
金
は
個
人
{
若
f
は
工
業
小
組
合
)
に
限
ら
れ
組
合
に
融
通
さ
れ

友
い
が
{
ζ

の
矯
品
に
は
別
に
預
金
部
の
各
種
組
合
普
通
事
業
費
金
が
号
@
)
、
時
換
資
金
は
開
業
指
導
方
針
に
従
ひ
、
個
人
の
ほ
か
各
種
組
合

に
も
融
通
さ
れ
る
。
突
に
〔
二
)
利
率
は
組
合
に
封
し
で
は
年
コ
一
分
九
厘
以
内
、
工
業
者
に
劉

L
て
は
年
七
分
二
厚
以
内
で
他
の
場
合

と
異
ら
左
い
畑
〈
で
あ
る
が
、
申
引
に
述
ぷ
る
損
失
補
償
料
の
撤
廃
に
上
り
損
失
補
償
制
度
の
適
用
あ
る
場
合
に
は
五
分
二
同
月
以
内
と

制
明
滅
さ
れ
、
叉
(
三
)
貸
付
限
度
は
組
合
に
つ
い
て
は
限
度
友
〈
、
個
人
心
場
合
二
高
岡
よ
り
=
一
高
闘
に
績
張
さ
れ
、
(
四
)
月
賦
償
還

の
場
合
に
据
置
期
間
が
一
一
年
よ
り
三
年
に
延
長
さ
れ
、
更
に
(
五
)
資
金
白
朋
迩
は
営
業
資
金
の
み
左
ら
十
「
業
務
特
換
の
震
必
要
巳

を
得
ざ
志
賀
業
務
整
理
資
金
(
奮
債
の
借
換
を
合
む
判
し
常
識
貸
付
機
闘
の
醤
債
な
否
と
き
は
大
蔵
大
臣
の
承
認
あ
凹

J

た
る
も
の
に
限
る
)
」
を
も
認

め
ら
れ
て
ゐ
る
。
最
後
忙

2
0
と
白
輔
換
資
金
(
金
融
構
闘
の
自
己
資
金
に
よ
り
一
定
保
件
に
て
輔
菜
金
融
を
行
っ
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
が
)

に
つ
い
て
は
一
般
の
中
小
商
工
業
資
金
融
通
損
失
補
償
制
度
と
異
る
「
中
小
商
工
業
柑
喚
資
金
融
通
損
失
補
償
制
度
L

が
管
施
さ
れ

中
小
工
業
輯
制
組
織
の
金
融
問
題

第
四
競

七

第
百
十
二
容

回
六
九
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申
小
工
業
輯
制
組
織
の
金
融
問
題

凶
七
O

事
凶
競

七}

第
五
十
二
巷

る
と
と
h
た
り
、
金
融
機
関
が
う
け
得
る
損
会
補
償
白
限
度
主
従
来
白
織
損
央
額
白
杢
額
、
貸
付
金
綿
加
酬
の
五
割
か
ら
総
損
失
額
の

全
額
、
貸
付
金
線
額
D
=
一
分
の
二
に
摘
張
L
・
又
政
府
が
徴
し
て
ゐ
た
再
補
償
料
(
年
五
厘
)
を
撤
廃
し
た
。
再
楠
償
料
は
道
府
牒
・
六
大

都
市
の
徴
す
る
補
償
料
年
一
分
五
周
以
内
)
と
共
に
貸
付
利
率
白
中
に
含
ま
れ
て
借
受
人
白
負
婚
と
友
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

再
補
償
料
白
撤
践
に
よ
っ
て
時
業
者
白
利
子
負
婚
は
髄
滅
さ
れ
る
わ
け
で
、
更
に
道
府
間
柄
・
六
大
都
市
の
補
償
料
も
漸
次
全
部
撤
駿

さ
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
、
前
述
の
如
く
輔
換
資
金
白
利
率
が
こ
の
制
度
の
遁
用
あ
る
場
合
に
五
分
二
座
以
内
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
損
失
補
償
料
白
撤
臨
肢
は
借
受
人
白
負
捨
を
軽
減
す
る
に
止
ら
十
、
金
融
機
関
の
手
数
を
省
略
す
る
と
と
に
よ
っ
て
も
己

白
制
度
普
及
の
障
砕
を
取
除
〈
も
白
で
あ
り
、
金
融
機
闘
に
と
っ
て
損
失
危
険
を
軽
減
す
る
だ
け
特
換
資
金
白
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
L
た
る
で
あ
ら
号
。

か
〈
の
如
き
鞠
換
資
金
白
融
通
と
之
に
闘
聯
骨
る
諸
保
件
の
改
善
に
よ
っ
て
特
業
金
融
は
著
し
く
容
易
と
た
っ
た
。
そ
の
貸
付
欣

況
を
見
る
に
蛍
初
は
騨
業
自
膿
む
困
難
及
び
計
叢
・
寅
施
白
遅
延
に
よ
っ
て
抽
出
定
二
千
高
閏
白
勝
換
資
金
白
利
用
紙
況
は
捗
ヲ
し
く

た
か
っ
た
(
慎
3

表
)
。
組
合
を
中
心
と
す
る
集
園
輔
業
方
針
が
と
ら
れ
た
矯
め
、
商
工
業
組
合
に
謝
す
る
融
通
多
〈
、
例
へ
ば
十
四

年
=
一
月
末
に
は
大
部
分
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
を
経
由
し
て
商
工
業
組
合
に
融
通
さ
れ
、

し
か
も
そ
の
中
で
工
業
組
合
が
殆

E
杢
部

を
占
め
て
ゐ
た
。
然
し
そ
白
白
ち
特
換
護
金
む
融
遁
に
上
記
白
損
失
補
償
制
度
が
宵
施
さ
れ
て
以
来
、
組
合
と
並
ん
で
個
人
に
劃
す

る
融
通
も
著
し
く
増
加
を
見
、
最
近
は
合
計
一
千
五
百
高
固
に
達
す
る
こ
と
ミ
在
っ
た
(
第
3
表
、
第
4
表
)
。
た
ほ
今
日
と
い
へ
ど
も

個
人
民
比
す
れ
ば
組
合
に
到
す
る
融
通
が
組
め

τ多
く
前
記
方
針
を
如
賓
に
反
映
し
て
ゐ
る
(
館
4
表〉。

し
か
も
商
業
組
合
は
二
口

白
み
、
他
は
す
べ
て
工
業
組
合
に
掛
す
毛
も
む
で
あ
う
て
(
帯
δ

表
)
.

か
く
て
業
務
特
捜
白
た
め
白
共
同
作
業
場
設
備
費
に
つ
い
て

制
押
換
資
金
目
旧
邦

1
て
ゐ
る
役
割
は
決
し
て
少
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
最
近
議
定
の
二
干
高
固
に
て
は
残
り
沙
く
た
っ
た
た
め
十
五

社吉政策時報(第226挽)担失補償制度目数果には一定自限界が考へbれる。
所載拙稿参照。
持3表第6表商工省振興部金融課主主表。
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年
十
月
振
興
資
金
と
並
ん
で
こ
L

へ
も
更
に
一
千
高
圏
在
追
加
し
、
合
計
三
干
高
困
を
融
通
し
得
る
こ
と
L
し
た
ほ

E
で
あ
る
。

特捜資金経由機関別供給決足枕況

思豊富興業銀行勧業銀行時器

14年 3月 2，137 905 448 3 2，272 
15勾三 4月 マ，225 3，782 504 3 11，516 
15今乙12月 10，858 3，821 594 :'1 15，277 

(車w:-T.闇)

計

第 5衰

末月

最棒借受主瞳別供軸決定拙担

月末 商工業組合 中小商工業者 計

15年 4月九122 4，393 l1，51o 

16年12月 10，Ml 4，735 15，27ヲ
(中小商工者業は小組合を含む車骨T 闘)

組合別供給決定祇況

言十

(320) 7，122 

(405) 10，541 

組合用金別供給決定株況

運韓黄金 計

784 1，122 
1，849 10，541 

(草作千闘)

rol 第 4義

同

工業組合 商業組合

(319) 7，120 (1) 2 

(403) 10，280 (2) 201 

(括弧内は件数車位千圃)

同

設備費金

6，337 
8，692 

第s衰

月末

15年 4月

15，ヤ12月

第 6衰

月末

15年 4月

15年12月

ま
た
己
の
資
金
は
設
備
資
金
の
み
た
ら
十
、
法
樽
資
金
に
も
融
通
さ
れ
得
る
白
で
あ
る
が
、
事
質
上
後
者
は
一
割
内
外
に
過
ぎ
ざ

る
を
見
て
も
大
部
分
が
共
同
設
備
の
た
め
に
融
通
さ
れ
、
帥
開
業
の
促
進
に
つ
き
金
融
的
側
面
か
ら
相
首
大
た
る
穀
呆
を
あ
げ
て
ゐ
る

以
上
の
如
く
、

の
一
世
知
る
(
第
6
表)。

E

D
預
金
部
樽
換
資
金
の
ほ
か
振
興
資
金
も
部
業
金
融
白
た
め
利
用
し
得
る
E
と
L
在
っ
て
ゐ
る
。

共
同
作
業
楊
に
劃
す
る
闘
-
庫
補
助
た
ら
び
に
預
金
部
特
換
資
金
の
融
通
は
工
業
組
合
そ
の
他
の
統
制
組
織
に
針

中
小
工
業
輯
制
組
織
白
金
融
問
題

第
五
十
二
笹

ll<I 
七

第
回
競

七



中
小
工
業
統
制
組
織
の
金
融
問
題

第
五
十
二
巻

凶
b 

第
四
競

七
凹

し
て
輔
業
問
題
目
解
決
に
少
か
ら
ざ
る
放
浪
を
あ
げ
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
友
ら
ね
。
歩
く
と
も
そ
む
た
め
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
一

臆
白
貢
献
あ
っ
た
E
と
は
事
資
で
あ
る
。

然
し
遡
っ
て
か
t
A

る
共
同
作
業
場
主
中
心
と
す
る
林
業
指
導
方
針
の
結
果
を
見
る
と
き

は
、
時
業
問
題
が
金
融
問
題
む
み
を
以
て
解
決
さ
れ
難
い
と
と
を
知
る

Q

た
る
ほ
ど
共
同
作
業
場
を
認
備
す
れ
ば
、
多
少
と
も
優
秀

た
る
機
械
設
備
と
技
術
指
導
と
に
土
っ
て
製
品
精
度
の
山

K
を
堅
み
得
る
筈
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
然
し
工
業
者
心
共
同
作
業
場
利
用

に
謝
す
る
熱
意
た
き
と
昔
、
又
機
械
設
備
の
容
易
に
得
難
昔
と
昔
、
育
際
の
放
同
市
は
仲
々
卑
ら
た
い
。
モ
白
上
最
近
は
、
第
一
に
勢

働
者
を
得
る
と
と
悶
難
に
し
て
、
他
方
業
者
が
白
ち
の

i
揚
を
も
維
持
せ
ん
と
す
れ
ば
、

一
旦
設
備
し
た
る
共
同
作
業
場
の
方
が
遊

ぶ
と
と
丸
一
在
る
。
第
一
一
に
か
、
る
欣
態
に
で
技
術
の
向
上
と
受
詰
と
に
つ
き
努
力

L
友
吋
れ
ば
資
材
白
配
給
は
直
ち
に
減
争
し
、
共

同
作
業
場
は
愈
ミ
睡
眠
朕
態
に
陥
る
。
か
〈
て
設
備
が
休
糊
す
れ
ば
、
共
同
作
業
揚
の
た
め
に
借
入
れ
た
資
金
は
、
た
と
ひ
利
率
が

低
か
ら
う
と
も
、
工
業
組
合
に
と
っ
て
負
婚
と
た
る
乙
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
瓢
に
共
同
作
業
場
の
凶
難
が
あ
り
、
納
助
金

や
耐
仲
換
賛
金
が
輿
へ
ら
れ
た
ピ
け
直
ち
に
陣
業
問
題
の
解
決
と
た
ら
中
、
根
本
的
に
は
中
小
工
業
の
金
生
暗
に
い
山
む
る
州
位
か
ら
問

題
は
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
漣
の
如
く
東
京
市
に
な
い
で
仁
業
曾
及
び
小
組
合
に
封
す
る
助
成
金
交
制
を
中
止
し
た
の
も
一
は

か
、
る
事
情
に
基
〈
。

五

林
業
金
融
白
ほ
か
、
統
制
組
織
白
金
融
問
題
と
し
て
は
統
制
合
枇
・
共
版
舎
一
則
等
K
射
す
る
令
融
、
七
a

七
地
司
令
の
一
如
き
場
合
に

h
M

け
る
統
制
犠
牲
者
に
封
す
る
工
業
組
合
白
崎
貸
資
金
等
が
あ
る
。
ま
た
最
近
商
工
省
は
純
物
業
・
金
属
[
業
・
機
械
工
業
等
に
企

業
合
同
を
勧
奨
し
て
ゐ
る
が
、
合
同
に
よ
っ
て
成
じ
比
す
る
有
限
曾
刷
・
工
業
小
組
合
の
如
き
も
一
種
の
統
制
組
織
と
見
る
な
ら
ば
己

れ
ら
が
設
立
営
初
必
要
と
す
る
資
金
の
融
通
白
如
き
も
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。



統
制
の
絡
を
強
化
す
る
に
従
ひ
、
原
材
料
の
共
同
臨
入
又
は
配
給
、
製
品
の
共
同
販
責
む
た
め
工
業
組
合
又
は
そ
の
聯
合
舎
が
か

h

る
事
業
を
行
ひ
、
或
は
別
個
に
統
制
合
枇
・
共
販
合
此
の
設
立
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
在
っ
て
来
た
。
然

L
事
経
勃
後
後
、

臨
時
資
金
調
整
法
が
縫
布
さ
れ
て
暫
く
の
問
、
金
融
機
闘
は
資
金
由
選
川
に
制
限
を
加
へ
ら
れ
、
し
か
も
他
主
政
府
支
同
白
増
加
か

ら
預
金
白
著
し
い
増
加
を
見
た
頃
に
は

金
融
機
聞
は
そ
の
運
用
沿
を
求
め
て
か
、
も
統
制
組
織
に
劃
し
て
容
易
に
融
訪
を
興
へ

た
。
蓋

L
統
制
が
姐
化
さ
れ
、
し
か
も
統
制
は
工
主
組
合
又
は
そ
白
聯
合
舎
を
中
心
と
し
て
行
ム
も
の
で
あ
っ
た
か

ι、
個
人
上
り

も
か
ミ
る
方
耐
に
投
資
し
た
方
が
活
か
忙
安
全
と
将
へ
ら
れ
、
叉
国
間
策
的
投
資
と
も
な
る
か
ら
、
再
ん
で
と
い
ム
よ
り
も
争
っ
て
統

制
曾
枇
等
へ
貸
付
け
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
官
時
は
か
h

る
統
制
組
織
に
叫
制
す
る
金
融
問
題
は
比
較
的
簡
蹟
で
あ
っ
売
。
然
る
に
刷
出

金
榊
勢
白
鈍
化
し
た
十
五
年
秋
以
来
は
こ
白
傾
向
は
消
滅
し
、
一
般
金
融
機
闘
よ
り
統
制
組
織
へ
白
融
資
が
減
申
し
て
、
殊
に
七
・

七
穿
令
D
影
響
も
あ
っ
て
従
来
白
貸
付
を
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
・
統
制
曾
此
・
共
販
舎
枇
等
も
事
賃
上
仁
業
組
合
の

延
長
で
あ
り
、
統
制
k
桜
め
て
必
要
注
る
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
や
、
と
れ
ら
の
金
融
問
題
が
容
易
で
在
〈
在
っ
た
た
め
、
今
h
T
預令一

部
の
資
金
主
融
通
し
、
或
は
商
工
組
合
巾
央
金
庫
よ
り
の
融
通
聖
典
へ
ん
と
し
つ

L
あ
る
。
本
来
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
商
工
業
組

合
技
に
貿
易
組
合
に
封
ず
る
融
通
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
か
く
の
如
き
事
情
に
鑑
み
て
十
五
年
秋
中
央
合
庫
よ
り

か
h

る
統
制
曾
刑
及
び
企
業
合
同
の
結
果
設
立
さ
れ
る
有
限
曾
枇
に
つ
い
て
も
融
通
を
奥
へ
得
る
や
う
、
法
律
の
改
正
方
を
主
務
大

臣
宛
建
議
し
た
如
〈
で
あ
弘
。

市
ー
に
て
業
組
合
の
組
合
員
に
封
ず
る
金
融
事
業
は
従
来
も
岡
崎
と
行
は
れ
て
屑
り
、
と
の
矯
め
の
資
金
印
有
一
時
貸
資
金
は
聯
合
合
・

銀
行
又
は
商
工
組
合
巾
央
金
庫
に
仰
い
で
ゐ
た
。
事
種
以
来
、
問
良
心
波
辞
そ
の
他
の
事
怖
に
よ
っ
て
組
合
白
金
融
事
業
の
必
要
は

品
川
1

大
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
之
を
賞
施
し
て
ゐ
る
工
業
組
合
は
全
閣
の
一
一
分
の
一
課
皮
で
必
中
し
も
多
〈
在
い
。
然
L
七
・
七
禁
令

中
小
工
業
統
制
組
織
の
金
融
問
題

第
五
十
二
審

七
-:6 

r!!<1 
七

第
四
貌
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中
小
工
業
輯
制
組
職
白
金
融
問
題

第
五
十
二
番

同
七
四

第
四
披

七
六

の
如
き
急
激
在
費
動
に
際
し
て
は
か
L
A

る
金
融
は
極
め
て
重
大
た
問
題
と
な
る
。
七
-
七
禁
令
は
い
ふ
起
も
た
く
、
高
級
織
物
そ
の

他
む
消
費
財
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
締
県
著
し
く
質
深
日
聞
の
傾
向
を
強
め
、
消
費
節
約
の
趣
旨
に
反
し
ひ
い
て
物
倒
統
制
を
棄
ナ

弊
あ
る
も
π
防
ぐ
た
め
、
十
五
年
七
月
七
日
以
後
賛
樺
品
と
認
む
べ
き
も
白
L
製
造
販
買
を
禁
止
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
販
由
民

猶
換
期
聞
を
三
ヶ
月
認
め
た
忙
拘
ら
十
、
他
方
で
蛍
初
取
締
方
針
白
行
過
ぎ
も
あ
っ
て
、
質
際
上
θ
品
別
凶
取
は
織
物
業
そ
自
他
に
痛
烈

な
打
撃
を
奥
へ
る
に
至
。
、
地
方
に
よ
り
業
種
に
よ
り
で
は
多
く
の
休
業
・
倒
産
主
出
す
有
様
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
き
揚
合
、

時
は
統
制
外
の
商
品
ま
で
販
路
社
絶
を
見
る
か
ら
、
業
者
は
逮
捕
仲
資
金
に
窮
す
る
の
み
た
ら
や
、
賛
油
開
口
問
よ
り
大
衆
品
へ
輔
換
す
る

に
山
富
つ
で
も
設
備
改
遣
を
の
他
の
た
め
資
金
を
必
要
と
し
、
臥
知
念
の
金
融
問
題
が
褒
生
す
る
。
織
物
業
に
争
防
る
工
業
組
合
は
概
ね

古
昔
師
陣
史
を
有
し
、
金
融
事
業
を
行
っ
て
ゐ
る
も
白
が
少
く
た
か
っ
た
か
ら
、
と
の
時
も
例
へ
ば
丹
後
縮
緬
エ
業
組
合
士
一
二
百
五
十
商

圃
)
又
は
足
利
(
五
十
高
圃
)
・
伊
勢
崎
(
百
五
十
高
圃
}
白
織
物
工
業
組
合
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
よ
り
資
金
を
仰
い
で
組
合
員
に
封
ず
る

融
資
を
行
っ
た
。

ま
だ
京
都
西
陣
織
物
方
面
で
は
金
銀
糸
工
業
組
合
及
び
西
陣
織
物
E
業
組
合
が
市
内
大
銀
行
会
一
井
・
=
菱
・
世
玄
・
第

一
・
安
岡
・
第
百
・
三
和
)
よ
り
一
千
絵
高
闘
の
一
融
資
を
仰
い
だ
。

エ
業
組
合
が
己
れ
ら
任
務
に
要
す
る
資
金
は
前
記
白
如
き
預
金
部
の
中
小
商
ヨ
業
持
換
資
金
又
は
中
小
商
工
業
振
興
資
金
に
仰
ぐ

ほ
か
、
普
通
銀
行
そ
の
他
白
一
般
金
融
機
関
よ
り
得
る
己
と
が
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
之
を
容
易
に
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て

東
京
市
白
産
業
資
金
借
入
保
諮
が
注
目
さ
れ
る
。
元
来
信
用
組
合
・
商
工
業
組
合
が
金
融
機
関
よ
り
借
入
れ
る
場
合
に
通
常
理
事
者

白
個
人
保
詮
が
求
め
ら
れ
、
四
事
者
は
勿
論
之
を
喜
ば
た
い
た
め
、
少
か
ら
ぬ
困
難
に
直
面
し
た
。
己
、
に
於
て
東
京
市
は
明
和
十

三
年
よ
り
か
L

る
借
入
に
封
し
市
長
が
保
詮
を
な
す
己
と
に
よ
っ
て
、
信
用
組
合
の
資
金
獲
得
を
容
易
な
ら
し
め
、
吹
い
で
そ
の
灯

成
績
に
鑑
み
十
五
作
十
月
よ
り
は
商
工
業
組
合
に
も
こ
の
制
度

E
遡
用
ず
る
こ
と
、
し
た
。
之
に
よ
れ
ば
市
が
遁
営
と
認
む
る
信
用



組
合
・
商
業
組
合
・

i
業
組
合
・
漁
業
組
合
等
が
市
長
の
指
定
し
た
金
融
機
闘
よ
b
産
業
資
金
の
借
入
を
社
寸
場
合
市
長
が
そ
の
債

務
の
保
設
を
注
し
、
か
く
て
市
円
身
の
資
金
主
要
せ
や
し
て
組
合
の
事
業
資
金
を
塑
官
に
な
し
得
る
こ
と
L
な
っ
た
の
で
あ
る
。

議

以
上
白
如
〈
統
制
組
織
と
し
て
工
業
組
合
は
続
ミ
軍
要
た
る
地
位
と
使
命
と
を
持
た
さ
れ
、
従
っ
て
そ
の
一
資
金
主
要
ず
る
こ
と
愈

-ー.，、

ヒ
大
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
殊
に
歴
史
洩
〈
積

h

リ
ル
金
少
き
金
属
・
機
械
工
業
関
係
の
組
合
に
む
い
て
は
、
柿
押
業
資
金
の
如
き
も
同
席

補
助
1
1
1
資
本
補
給
と
預
金
部
低
利
資
金
に
多
く
を
倹
た
ざ
る
を
得
点
グ
、
組
合
が
一
般
金
融
機
関
よ
り
融
通
を
得
る
己
と
は
必
宇
L

も
困
難
で
な
い
と
し
で
も
、
金
融
市
場
の
欣
況
次
第
で
か
な
り
不
安
定
左
融
通
で
あ
る
と
と
を
知
ら
ね
ば
な

ι由
。
か
く
の
知
昔
場

合
に
は
商
工
業
組
合
の
系
統
機
関
売
る
商
工
組
合
中
央
金
成
の
持
つ
意
義
は
特
に
大
で
あ
る
が
、

こ
の
詳
細
な
る
研
究
は
他
の
機
曾

に
譲
ら
ね
ば
友
ら
ぬ
。

中
小
工
業
税
制
粗
報
的
金
融
問
題

曹
五
十
二
巻

四
七
王

第
四
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七




